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概要
本発表ではOrion-KL領域のSource I付近の水メーザー観測結果について報告する。この研究の目的はアウトフローに付随した水
メーザーの運動を精密に測定し、アウトフローの運動やその励起源である星の物理的性質を調べることである。
VERAを用いて2005年から2006年に観測された5エポック分のデータから約20”の範囲で視線速度幅-10 kms＜vlsr ＜ 40 kmsの
低速度のメーザーか検出された。そのうち26個のフィーチャーから14~64 km/sの固有運動が測定された。本発表ではその3次元
運動から見積もられた励起源の性質やアウトフローの運動について議論する。
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